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外来化学療法部 

 スタッフ 

部長  影山 愼一 

副部長  井上 靖浩 

   

医師数 併 任 13 診療科医師 

  

 部門の特色 

注射剤による外来化学療法（がんに対する細胞毒

性抗がん剤、抗体治療薬、ホルモン治療薬、良性疾

患に対する抗体治療薬など）を院内で一元化して実

施することにより、適切かつ安全な専門的治療を推

進することを特色にしています。 

2009 年 4 月に中央診療部門として外来化学療法部

が設置され、全診療科参加型で運用されています。

治療は各診療科医師が計画を立て実施をします。外

来化学療法部においては、医師の実施を受けて治療

薬調製を行い、看護スタッフらか治療観察を行うチ

ーム医療を実践しています。 

 

 診療体制と実績 

1. 業務体制 

外来化学療法部は病院 2階にあり、12 の治療ユニ

ットに加えて、隣接内科外来にも 3 ユニットを追加

して、15 ユニットでの運用をしています。また、薬

剤調製室に 2台の専用安全キャビネットを設置し、

当日治療決定された化学療法剤の薬剤調製を行って

います。また、専用の診察室を 2部屋設置していま

す。 

 2009 年 7 月よりは全科を受け入れた体制で院内の

外来化学療法が一元的に行われています。また並行

して治療レジメン登録も完備され、登録レジメンか

らの注射薬処方が行われ、薬剤部でのダブルチェッ

クを行い、ヒューマンエラーを回避し、安全な外来

治療が行われています。 

外来化学療法部では定例運営委員会が開催され、

医師、看護師、薬剤師、事務側と院内多職種の打ち

合せが行われています。 

 

2. 診療実績 

2012 年度の治療実施数の月別推移を下図に示すま

す。月 600 件台数を月によるバラつきはあるものの

ほぼ一定に推移しています。2011 年度に比べて月当

たり約 100 件多い状況です。 

 

曜日別には、火曜、水曜、木曜日に多く、月曜、

金曜日はやや少ないですが、2011 年度に較べて偏重

は解消しつつあります。 

 
診療科別では、腫瘍内科の治療数が最も多く、呼

吸器内科、腎泌尿器外科、消化管外科、肝胆膵外科

の順でした。院内 13 科の治療を担当しました。 

 

 

 今後の展望 

運用開始後、4 年目を向えて順調な治療実施となっ

ています。安全性には問題なく運営されています。

しかし、現在の 12(+3)のユニットでは絶対数の不足

があります。新施設への移行まではこれまでの治療

数を維持して安全な外来化学療法を継続することと

します。 

 

 http://www.medic.mie-u.ac.jp/ca-center/home/gairaikagaku 


